
アマゾン・アメリカ漫遊記Part2　アメリカ東海岸を行く 921

活については全く触れませんでしたが，アメリカの生

活スタイルは職住接近ということもあって時間の使い

方がとても優雅であり，本来人間とはかくあるべきだ

と痛感しました．アメリカの暮らしに感動し，近い将

来留学したくなったことは言うまでもありません．ち

なみに帰国後の筆者はアメリカの生活スタイルを真似

して，18：00になったら帰宅するようにしたのであり

ました．
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日本学術会議第16期会員候補者の選考対象者の募集（公示）

　「日本学術会議第16期会員選出の手続きがすすめら

れています。日本気象学会は学術研究団体の登録を終

え、関連研究連絡委員会は申請どおり「地球物理学」

となりました。当学会としては、第16期会員候補者を

選考し　1994年1月31日（月）までに日本学術会議に

届け出ることになります。

　日本気象学会の会員候補者は「天気」34巻3号でお

知らせした選考方法によって選出します。会員候補者

が満たすべき要件は次のとおりです。

（1）5年以上の研究歴を有し、優れた研究または業績

　　がある科学者であること。

（2）過去において、通じて9年を越えて日本学術会議

　　会員であったことがないもの。
（3）日本国籍を有すること。

　　　学術会議会員候補者および推薦人の選考委員会

　つきましては、会員候補者の選考対象者を募集しま

　す。自薦・他薦を問いません。応募者は下記の要領

　で届け出下さい。

　　　　　　　　　　　　　記

1届出事項
　ア）応募者氏名、住所・連絡先（住所と異なる場合）

　　日本学術会議会員歴、勤務機関および職名、最終

　　学歴、学位、ならびに簡単な研究歴。

　イ）他薦の場合は、推薦者氏名、　（複数可）、連絡

　　先ならびに被推薦者の承諾書。

2．宛先：日本気象学会　事務局

　　　　　〒100　東京都千代田区大手町1－3－4

　　　　　　　　　気象庁内
3．締切：1994年1月20日（木）
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